
第８回ＰＳＬＸ技術部会アドホック会議（OASIS PPS-TC 合同） 
 
日時：2007 年 10 月 11 日（水）13：00～18：00  
場所：（財）製造科学技術センター（MSTC）第一会議室 
（東京都港区虎ノ門 3-11-15 SVAX-TT ビル 3 階） 
  
出席者（敬称略・順不同） 
西岡靖之（PSLX）、水谷雅宏(日本ユニシス)、山本明人（光電製作所）、和田浩一(PSLX) 
岡宗秀一（MSTC）、川内晟宏(プロセス経営研究所)、杉修（書記・法政大学）、7 名  
 
配布資料 
(1)第 16 回 OASIS PPS-TC F2F meeting(Face-to-Face meeting)議事録 
(2) 9 月 13 日の電話会議の議事録 
 
議事内容 
(1)前回議事録の確認 
※前回議事録の確認がおこなわれた 
 
(2)9 月 13 日の電話会議の内容の議論 
※9 月 13 日の電話会議の報告がおこなわれた 
※OASIS-PPSTC が OASIS ニュースで取り上げられたとの報告があった. 
※サブコミッティを作り仕様に関する議論を英語で作ってはどうかいう提案があった 
※海外と電話会議をおこなう場合のコスト面でスカイプを使ってみてはどうかとの意見が

あった． 
※今後，海外ベンダーが PPS の仕様と実装した場合，電話会議などの需要も発生するとの

意見があった 
 
(3)パブリックレビュー仕様とスキーマの変更点 
※Part2:25/41 Condition の中身を修正した 
※Part2:36/41 Max Ouccurs = unbounded を追加した 
※Part2:1/41 Namespace(s)にアドレスを追加した 
 
(4)実装サンプルプログラムの内容の紹介 
※実装プログラムを実際にビジュアルスタジオ 2005 で読み込み，XML を「書出」「読込」

「検証」が行われた 
※今回紹介した拡張版サンプルのデモの紹介も行われた 



(5)SCF2007 でのデモ用 MES サーバ仕様の紹介 
※今後，一週間以内に作業を完了させるとの報告があった 
 
(6)今後の展開について 
※今後の展開について中小企業を含めた戦略を議論した 
※中小企業の場合は EDI が複雑であるとの意見があった 
※海外ベンダーの協力を得ることによって，日本のベンダーの参加も増えるのではないか

といった議論があった 
※海外での広報活動を強化していくとの報告があった 
 
(7)今後のスケジュール 
APSOM／PSLX フォーラム技術部会 日時：平成 19 年 11 月 20 日（火）13:00～18:00 
日立電線(株) 本社 会議室 秋葉原ＵＤＸビル１０Ｆ 
 
OASIS PPS-TC F2F(Face-to-Face)meeting 日時平成 19 年 12 月 13 日（木）13:00～18:00 
（財）製造科学技術センター 第 1 会議室 （東京都港区虎ノ門 3-11-15 SVAX-TT ビル 3
階） 


